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会議の⽬的
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江の川⽔系(下流)⼤規模氾濫時の減災対策協議会 規約

（協議会の実施事項）

第４条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。

⼀ 洪⽔の浸⽔想定等の⽔害リスク情報並びに、各構成員がそれぞれ⼜は連携して
実施している現状の減災に係る取組状況等の共有。

⼆ 円滑かつ迅速な避難、的確な⽔防活動及び円滑かつ迅速な氾濫⽔の排除を実現
するために、各構成員がそれぞれ⼜は連携して取り組む事項をまとめた「地域の取
組⽅針」 の作成・共有。

三 「地域の取組⽅針」に基づく対策の実施状況の確認。

四 その他、⼤規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施。



これまでの経緯
• 平成27年9⽉関東・東北豪⾬災害を契機に、「施設の能⼒には限界があり、施設では防ぎきれない⼤洪⽔は必ず発⽣するもの」へと意識を変⾰し、

社会全体で洪⽔に備える必要があるとして平成27年12⽉に「⽔防災意識社会再構築ビジョン」が策定され、減災対策協議会を設置した。協議会で
各機関の5か年の取組⽅針を作成し、毎年、進捗状況をフォローアップしてきた。その間、緊急⾏動計画（平成29年6⽉）や緊急⾏動計画の改定
（平成31年1⽉）などを踏まえて、必要に応じて取組⽅針の⾒直しも⾏い、令和2年度には当初の⽬標期間とした概ね5年が経過した。
• 多くの取組項⽬が完了しているが、緊急⾏動計画の改定の項⽬のうち、⼀部、未完了の項⽬や継続して実施すべき避難訓練等の項⽬が存在した。
• これまでの取組状況や⽔防災に係る近年の動向を踏まえて、概ね5年（令和3〜7年度）に実施する取組を設定した（令和3年5⽉に改訂）。
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※3︓ダム部会の追加

※2︓優先すべき検討課題を５項⽬設定

平成27年9⽉ 関東・東北豪⾬災害（⻤怒川の洪⽔氾濫）
平成27年12⽉ 社会資本整備審議会答申
「施設の能⼒には限界があり、施設では防ぎきれない⼤洪⽔は必ず発⽣するもの」へと意識を変⾰し、社会全体で洪⽔氾濫に備える必要がある。

平成27年12⽉ ⽔防災意識社会再構築ビジョン
平成28年7⽉4⽇ 第1回 減災対策協議会 『江の川⽔系（下流）⼤規模氾濫時の減災対策協議会』設⽴

⼭間狭窄部に点在する⼩集落などの地形特性を踏まえ、各地域が連携し、住⺠⾃ら避難⾏動をとることができる
「江の川下流⽔害に強い地域づくり」を⽬指す。
１．住⺠⾃らが危機を認識した的確な避難⾏動を⾏うための取組
２．氾濫特性を踏まえた効果的な⽔防活動
３．浸⽔を⼀⽇も早く解消するための排⽔対策

⽬標

取組⽅針

平成28年10⽉11⽇ 第2回 減災対策協議会 『江の川(下流)流域の減災に係る取組⽅針（案）』策定
平成29年15⽉24⽇ 第3回 減災対策協議会 規約改定※1、平成28年度のフォローアップ 等 ※1︓⾢南町の担当部局変更（危機管理課⻑⇒総務課⻑）

緊急⾏動計画（平成29年6⽉20⽇）平成28年8⽉、台⾵10号等の⼀連の台⾵による豪⾬災害（中⼩河川の氾濫）を受けて、とりまとめられた委員会
の答申（H29.1）を踏まえ、⽔防法改正に基づく協議会の設置、⽔害対応タイムラインの作成促進、要配慮者利⽤施設における避難体制構築への⽀援、
⽔害危険性の周知促進、防災教育の促進等の32項⽬をとりまとめた。※H29.12.1 中⼩河川等治⽔対策プロジェクトを設⽴し33項⽬に追加修正

平成30年15⽉31⽇ 第4回 減災対策協議会 減災対策協議会を法定化・緊急⾏動計画への対応（地域の取組⽅針の⾒直し）等
平成30年11⽉15⽇ 第5回 減災対策協議会 平成30年7⽉豪⾬の振り返り（フォローアップ含む） 等

緊急⾏動計画の改定（平成31年1⽉29⽇）平成30年7⽉豪⾬を受けて、とりまとめられた委員会の答申（H30.12）を踏まえ、社会全体で洪⽔に備える
「⽔防災意識社会」を再構築する取組をさらに充実し加速するため、多くの主体の事前の備えと連携の強化の観点等より、2020年（令和2年）度を⽬途に取
り組むべき緊急⾏動計画を54項⽬に拡充。

令和2年15⽉29⽇ 第8回 減災対策協議会 令和元年度フォローアップ、令和2年度の予定、治⽔協定、流域治⽔プロジェクト 等

令和元年15⽉31⽇ 第6回 減災対策協議会 平成30年度フォローアップ・緊急⾏動計画への対応※2 等
令和2年12⽉13⽇ 第7回 減災対策協議会 令和元年度フォローアップ、規約改定※3 等

令和2年7⽉豪⾬ 江の川（下流）では、氾濫発⽣情報が発表され、浸⽔⾯積︓265ha、浸⽔⼾数︓104⼾の浸⽔被害が発⽣
令和2年10⽉22⽇・令和2年12⽉22⽇ 令和2年度出⽔期の振り返り意⾒交換会

令和3年15⽉24⽇ 第10回 減災対策協議会 今後5か年の取組⽅針（案）、令和3年度実施⽅針、フォローアップ 等
令和3年12⽉10⽇ 第9回 減災対策協議会 令和2年度フォローアップ 等

令和4年13⽉22⽇ 第11回 減災対策協議会 令和3年出⽔期後の振り返りについて、フォローアップ 等
令和4年15⽉24⽇ 第12回 減災対策協議会 令和4年度の予定 等
令和5年13⽉書⾯ 第13回 減災対策協議会 令和4年度フォローアップ 等

概
ね
５
年
で
実
施

令和5年16⽉書⾯ 第14回 減災対策協議会 令和5年度の予定 等
令和6年13⽉22⽇ 第15回 減災対策協議会 令和5年度フォローアップ 等



令和５年度 減災対策協議会の開催状況
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平成28年度から取り組んでいる減災に係わる取組⽅針は当初⽬標としていた5年が経過したことから、令和3年5⽉に今後5か年
の取組⽅針として改定しました。

令和5年度は、各関係機関が令和5年度に取り組む対策について共有するため、第1回協議会を令和5年6⽉に書⾯開催しました。
また、各種対策に対する取組状況を共有するため、第2回協議会を令和6年3⽉に開催しました。

【第1回協議会】
開催⽇ ︓令和5年6⽉
開催⽅式︓書⾯開催

【第2回協議会】
開催⽇ ︓令和6年3⽉22⽇（⾦）
開催⽅式︓対⾯⽅式（Web併⽤）
開催場所︓浜⽥河川国道事務所 ２階 第⼀会議室
参加機関︓松江地⽅気象台、島根県（防災部、⼟⽊部）、江津市、川本町、美郷町、⾢南町、浜⽥河川国道事務所

第1回協議会 議事次第 第2回協議会 議事次第 第2回協議会の様⼦

Web会議併⽤
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（３）今後のスケジュールについて

（１）令和５年度取組状況の報告及びフォローアップについて

（２）令和６年度の取組予定について



（１）令和５年度取組状況の報告及びフォローアップについて
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主な取組項⽬ 取組機関 令和５年度の実施状況
■ 避難⾏動、⽔防活動に資する基盤等の整備

・洪⽔に対しリスクの⾼い箇所を監視する簡易⽔位計等の整備 国交省 •【国交省】簡易型河川カメラ4か所、危機管理型⽔位計2か所の更新

・避難⾏動等に資する情報提供設備の整備及び⽔位予測の精度向上 国交省・
松江地⽅気象台

•【気象台】①顕著な⼤⾬に関する気象情報をより早く提供(令和5年5⽉25⽇〜)
②台⾵進路予報及び暴⾵警戒域をより絞り込んで発表(令和5年6⽉26⽇〜)

•【国交省】①⽔位表⽰板の更新・設置箇所を検討、次年度以降に現地対応の予定、
②指定河川洪⽔予報（国河川）の氾濫危険情報を予測でも発表
（令和4年6⽉13⽇から継続）

■ 想定最⼤規模降⾬における洪⽔浸⽔想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

・想定最⼤規模降⾬に対応したハザードマップに基づく避難計画の⾒直し(避
難場所及び避難経路の検討、広域避難の必要性検討、隣接市町との洪⽔時の
連絡体制の検討)

流域市町
•【江津市】旧桜江町における地区防災計画作成に向けて検討を⾏った。
•【川本町】避難場所の再検討及び変更を実施
•【美郷町】デジタルハザードマップをHPに公開し、住⺠(⼀般)へ周知を実施

・洪⽔浸⽔想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利⽤施設の管理者が策
定する避難確保計画作成・訓練実施の⽀援や定住外国⼈、観光客等を対象と
した避難情報の提供

流域市町

•【江津市】計画に基づく訓練等の⽀援を⾏った。
•【川本町】福祉施設との協議を実施
•【美郷町】町内の2施設で新たに作成
•【気象台】令和5年度の増員により「要配慮者対策係」を新設し、要配慮者への⽀援を強化
•【国交省】①出前講座の調整時点で他機関から講座を受講済みであったため、今年度は未実施、
来年度に実施予定、②第1回減災対策協議会において、要配慮者利⽤施設の避難確保計画作成・
活⽤に関する情報提供を実施

・夜間、荒天時における避難指⽰等の発令基準の作成・避難誘導体制の検討 流域市町 •【江津市】地区防災計画作成の過程で⼀部で協議を⾏った。
•【⾢南町】⾃主防災組織と協議を実施

・江の川（下流）の⽔害リスクを踏まえ、商⼯会議所等と連携した企業向け
⽔害（防災）教育及び⼤規模氾濫を想定した⾃衛⽔防の講習会や訓練の実施 協議会全体

•【江津市】開催に向けて協議を⾏ったが⽇程等の問題で開催できなかった。
•【⾢南町】BCPについて継続的に協議を実施
•【国交省】①江津商⼯会議所職員に、⽔害BCP作成に関する説明を実施(7/19)、

②JAしまね島根おおち地区本部を対象に避難⾏動等に関する出前講座を実施(8/16)

・想定最⼤規模降⾬における洪⽔浸⽔想定区域図に基づくハザードマップを
作成し、洪⽔浸⽔想定区域内の各⼾・事業所への配付やまるごとまちごとハ
ザードマップによる災害リスクの現地表⽰の実施

流域市町 •【江津市】表⽰板等の維持を⾏った。
•【⾢南町】作成、配布済み

令和５年度の実施状況

①住⺠⾃らが危機を認識した的確な避難⾏動を⾏うための取組

○令和５年度第１回減災対策協議会において、令和５年度の各機関の実施予定を整理しており、本資料では、
令和５年度の実施予定に対する各機関の主な実施状況について報告しています。

○各機関の具体的な取組状況については、ｐ－１０以降に⽰します。

6



令和５年度の実施状況

主な取組項⽬ 取組機関 令和５年度の実施状況
■ 多様な防災活動を含むタイムラインの作成

・河川管理者、沿川⾃治体、住⺠、交通サービス、道路管理者等と連携した
タイムラインの運⽤及び⾒直し 協議会全体

•【国交省】①江の川(下流)⽔害タイムラインを3回⽴ち上げ、
②出⽔期前にタイムランの運⽤⽅法等の確認、出⽔期後に⽔害タイムラインの運⽤

等についてのアンケートを⾏い検討会を実施

■ 情報伝達、避難計画等に関する事項

・洪⽔時における河川管理者からの情報提供等（ホットラインの構築） 協議会全体 •【島根県】⼋⼾ダム及び県管理河川における情報提供を実施
•【国交省】台⾵の接近が無かったため、Web会議による情報共有は未開催

・ダム放流情報を活⽤した避難体系の確⽴ 流域市町・国交省 •【国交省】江の川⽔系ダム洪⽔調節機能協議会に新設ダムの追加変更を実施

■ 防災教育や防災知識の普及

・「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送、⽔害リスクラインの
活⽤促進のための周知や⼆次元コード、SNSの有効活⽤ 協議会全体

•【江津市】出前講座や広報誌等で周知
•【島根県】⽔防情報システムや防災メールにより河川情報を発信
•【気象台】①島根県内市町村防災担当者向けに、「気象防災ワークショップ(⼟砂災害編・洪

⽔編)」を、web会議により計10回開催し、地域防災⼒の向上を⽀援した。
（令和5年6⽉16⽇〜7⽉3⽇）

②島根県内市町村防災担当者向けに、「あなたの町の予報官TV」と題した情報提供
コンテンツを、毎週⾦曜⽇⼣刻に「youtube」にて配信

•【国交省】①江の川だより第17号において、避難⾏動の取組⽅法や防災情報を周知
（QRコードの活⽤）、
②Ｘを活⽤した防災情報等の発信

・⼩中学校などと連携した江の川（下流）⽔系の洪⽔の特徴を踏まえた⽔害
（防災）教育の普及・充実 協議会全体

•【江津市】出前講座等で⽔害(防災)教育を実施
•【川本町】⼩学校で災害授業に合わせて実施
•【美郷町】都度実施
•【⾢南町】町内中学校等の職場体験時に防災学習を実施
•【国交省】防災出前講座を実施(1/29 川本⼩学校)

○令和５年度第１回減災対策協議会において、令和５年度の各機関の実施予定を整理しており、本資料では、
令和５年度の実施予定に対する各機関の主な実施状況について報告しています。

○各機関の具体的な取組状況については、ｐ－１０以降に⽰します。
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①住⺠⾃らが危機を認識した的確な避難⾏動を⾏うための取組



令和５年度の実施状況
○令和５年度第１回減災対策協議会において、令和５年度の各機関の実施予定を整理しており、本資料では、

令和５年度の実施予定に対する各機関の主な実施状況について報告しています。
○各機関の具体的な取組状況については、ｐ－１０以降に⽰します。

主な取組項⽬ 取組機関 令和５年度の実施状況
■ ⽔防活動の効率化及び⽔防体制の強化

・消防団員と兼務する⽔防団員への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施及び
⼈員の確保 流域市町 •【美郷町】6⽉に当該団員を集め、排⽔ポンプの操作訓練を実施（内⽔排除）

・江の川（下流）の重要⽔防箇所等洪⽔に対しリスクが⾼い区間について消
防団員と兼務する⽔防団員や地域住⺠が参加する合同点検を実施 流域市町・国交省 •【川本町・国交省】川本町職員・川本町消防団員と合同で重要⽔防箇所の現地確認を実施

・⽔防活動の知識習得と技術⼒向上のため、総合防災訓練等と合わせて、⽔
防専⾨家を講師とした講習会を実施 協議会全体

•【江津市】⽔防団員が排⽔ポンプ等の操作訓練を⾏った。
•【川本町】各分団の訓練で実施
•【国交省】国交省職員・防災エキスパート・コンサルタントと共同で、梅⾬時期前に堤防点検

を実施

②氾濫特性を踏まえた効果的な⽔防活動
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主な取組項⽬ 取組機関 令和５年度の実施状況
■ 防災教育や防災知識の普及

・住⺠の⽔防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活⽤した、よ
り実践的な防災教育の実施、ダムや堤防施設の機能等に関する定期的な住⺠
への説明会や情報提供、避難訓練への参加促進を実施

協議会全体

•【江津市】ツールを活⽤した防災教育を実施
•【川本町】町全体での実施に合わせ、各⾃治体ごとに個別説明を実施
•【美郷町】防災アドバイザーを講師に迎え実施
•【⾢南町】町内⾃治会等で出前講座を実施
•【島根県】①新聞広報(考える県政)による情報発信、

②桜江中学校と連携し、防災(治⽔)学習(5/18 川のしくみ、5/26 防災マップ、
6/14 ICT体験、計３回)を実施(⼋⼾川、⼋⼾ダム)

•【気象台】「島根県総合防災訓練」において、展⽰ブースを開設。広く⼀般住⺠に向け防災に
関する展⽰・解説を実施し、防災知識の普及・啓発を⾏った(令和5年10⽉29⽇)

•【国交省】①昭和58年7⽉豪⾬から40年、平成30年7⽉豪⾬から5年のパネル展を流域
⾃治体の施設などで開催(7/24〜8/31)、

②江津市都野津町地区で防災出前講座(マイ・タイムライン等)を実施(7/30)、
③みすみフェスティバルで、流域治⽔の取組などのパネル展を実施(11/11)、
④昭和58年7⽉豪⾬から40年に関する新聞広告を作成、
⑤江の川だより第16号〜20号を発刊

・住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マップ（マイ・タイムライン）の作成促進 流域市町・
島根県・国交省

•【美郷町】地区防災計画の作成に合わせ町内1集落で実施中
•【⾢南町】⾃主防災組織、防災⼠に対してマイ・タイムライン作成研修を実施
•【国交省】江津市都野津町地区でマイ・タイムライン等の防災出前講座を実施(7/30)

①住⺠⾃らが危機を認識した的確な避難⾏動を⾏うための取組



令和５年度の実施状況
○令和５年度第１回減災対策協議会において、令和５年度の各機関の実施予定を整理しており、本資料では、

令和５年度の実施予定に対する各機関の主な実施状況について報告しています。
○各機関の具体的な取組状況については、ｐ－１０以降に⽰します。

主な取組項⽬ 取組機関 令和５年度の実施状況
■ ⽔防活動の効率化及び⽔防体制の強化

・備蓄⽔防資機材情報の共有及び⾮常時における相互⽀援⽅法の確認 流域市町・
島根県・国交省

•【国交省】①⽔防連絡会、洪⽔予報連絡会、災害情報協議会を開催、
②川本町川本(⾕地区)において、仮締切堤防の設置訓練を実施

・市町庁舎の⽔害時における対応について業務継続計画を策定及び機能確保
のための対策の充実

江津市・川本町・
⾢南町

•【江津市】新庁舎版業務継続計画の改定作業中
•【川本町】必要に応じて業務継続計画の⾒直し

・樋⾨操作に関する⼈員の確保と操作訓練の実施 流域市町・
島根県・国交省

•【江津市】樋⾨操作員研修会を実施した。
•【川本町】樋⾨等操作員研修で実施
•【美郷町】説明会を実施していただき、訓練は必要に応じて実施
•【⾢南町】７⽉に実施
•【国交省】①国交省職員・江津市職員、委託操作員を対象とした本町救急内⽔排⽔機場・川本

排⽔機場の操作説明会を実施、
②国交省職員・各市町担当職員、樋⾨操作員を対象とした樋⾨の操作説明会を実施

②氾濫特性を踏まえた効果的な⽔防活動

③浸⽔を⼀⽇も早く解消するための排⽔対策
主な取組項⽬ 取組機関 令和５年度の実施状況

■ 排⽔作業準備計画（案）の作成及び排⽔訓練の実施

・排⽔作業準備計画に基づく排⽔訓練の実施 流域市町・
国交省

•【⾢南町】消防団による排⽔ポンプの訓練を実施
•【島根県】排⽔ポンプ⾞による排⽔訓練(5/25、5/30、6/7、6/15 計４回)を実施
•【国交省】国交省職員と災害時の対応を⾏う協⼒業者で、排⽔ポンプ⾞の合同操作訓練を実施

・排⽔設備の耐⽔性の強化 流域市町・
島根県・国交省 •【⾢南町】排⽔設備の点検と修繕を実施

9



国⼟交通省
浜⽥河川国道事務所
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⃝７⽉３０⽇（⽇）に、江津市都野津町地区の住⺠（約１５名）を対象に、マイ・タイムライン講習会を実施しました。
⃝講習会では、マイ・タイムラインの概要や避難に必要な情報について説明を受けるだけでなく、実際にマイ・タイムラインを

作成していただきました。最後の質疑応答の時間では、多くの質問を受け活発な意⾒交換を⾏いました。

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所
項⽬ 住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マップ（マイ・タイムライン）の作成促進

内容
令和５年当初計画 江の川（下流）流域の⾃治体等を対象にマイ・タイムライン講習会を実施

令和５年実施状況 江津市都野津町地区でマイ・タイムライン等の防災出前講座を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所・江津市

マイ・タイムラインの普及促進の講習会の開催

マイ・タイムラインの説明

マイ・タイムライン作成時

質疑応答 参加者からの質問・意⾒
• 本当に怖いと感じる⼤⾬が降る状況ま

で、避難しようとは思いにくく、どう
しても避難するタイミングが遅くなる。
避難を実⾏に移すためにスイッチがあ
れば教えてほしい。

• 避難する際は、みんなで助け合えれば
いいが、その体制ができていないのが
現状。⾼齢者同⼠で助け合うのも難し
く、⾃分のことで精⼀杯で隣近所まで
気が回らない。地域でなんとか対応し
てほしい。

マイ・タイムライン作成時



⃝令和６年１⽉２９⽇（⽉）に、川本町⽴川本⼩学校の児童（１８名）の皆さんに、防災に関する出前講座を⾏いました。出前
講座では、「江の川の概要」「過去の洪⽔」「河川整備」「避難準備・避難⾏動」などについて説明しました。

⃝要望があった沿川の⼩学校等を対象に、来年度以降も防災出前講座を順次実施します。

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所
項⽬ ⼩中学校などと連携した江の川（下流）⽔系の洪⽔の特徴を踏まえた⽔害（防災）教育の普及・充実

内容
令和５年当初計画 江の川（下流）流域の⼩学校を対象に防災教育を実施

令和５年実施状況 川本⼩学校の５年⽣（１８名）に防災出前講座を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

出前講座（座学）教室で4年⽣を対象に実施

R3 R4 R5 R6〜7（予定）

・郷⽥⼩学校
（R3.11.19）

・郷⽥⼩学校
（R4.6.23）

・川本⼩学校
（R6.1.29）

・⼤和⼩学校
・要望があった⼩学校等
を対象に防災教育を実施

江津市⽴渡津⼩学校
(H30.5に防災講座)

江津市⽴郷⽥⼩学校
(R3.11、R4.6に防災講座)

川本町⽴川本⼩学校
(H30.10、R1.10、R2.1、
R6.1に防災講座）

⼩学校を対象とした防災教育の普及

今年度の取組 来年度の取組予定

防災教育の実施状況

美郷町⽴⼤和⼩学校
(R6実施予定）

⾃然災害の種類や
江の川での災害を紹介

避難に必要な情報や
物資を考えてもらう



⺠間企業における事業継続計画検討⽀援

⃝７⽉１９⽇（⽔）に、江津商⼯会議所職員（２名）を対象とした⽔害BCP作成に関する説明を⾏いました。
⃝８⽉１６⽇（⽔）に、JAしまね島根おおち地区本部でおおち⼥性の会（約１２名）を対象とした出前講座を実施しました。

出前講座では、過去の出⽔や河川整備の概要、避難⾏動の取り⽅、河川環境について説明しました。

【実施概要】

浜⽥河川国道事務所

項⽬ 江の川（下流）の⽔害リスクを踏まえ、商⼯会議所等と連携した企業向け⽔害（防災）教育及び⼤規模氾濫を想定した
⾃衛⽔防の講習会や訓練の実施

内容
令和５年当初計画 江の川（下流）流域の商⼯会や企業を対象とした講習会等の実施

令和５年実施状況 江津商⼯会議所職員に、⽔害BCP作成に関する説明を実施
JAしまね島根おおち地区本部を対象に避難⾏動等に関する出前講座を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

今年度の取組（JAしまね島根おおち地区本部） 来年度の取組予定
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江津商⼯会議所
(R4.3、R5.７に実施)

講習会等の実施団体・企業
美郷町商⼯会
（R4 チラシ配布のみ）

⾢南町商⼯会
（R4 チラシ配布のみ）

JAしまね島根おおち地区本部
（R5.8に実施）R3 R4 R5 R6〜R7（予定）

・江津商⼯会議所
（R4.3.25）

・美郷町商⼯会
（チラシ配布のみ）
・⾢南町商⼯会
（チラシ配布のみ）

・江津商⼯会議所
（R5.7.19）
・JA島根おおち地区本部
（R5.8.16）

・事業継続計画作成を
希望する企業を対象に
実施

出前講座

質疑応答



避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備
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浜⽥河川国道事務所

⃝出⽔時に孤⽴する可能性がある地区において、簡易型河川カメラ４か所、危機管理型⽔位計２か所の更新を⾏いました。

【実施概要】

項⽬ 洪⽔に対しリスクの⾼い箇所を監視する簡易⽔位計等の整備

内容
令和５年当初計画 孤⽴する可能性がある地区において危機管理型⽔位計・簡易型河川監視カメラ設置・更新

令和５年実施状況 簡易型河川カメラ４か所、危機管理型⽔位計２か所の更新

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

簡易型河川カメラ、危機管理型⽔位計の設置平⾯図

川平⽔位観測所

⾕住郷⽔位観測所

川本⽔位観測所

都賀⽔位観測所

⼤津⽔位観測所

凡 例
L︓左岸、R︓右岸

︓⽔位観測所（基準）
︓簡易型河川カメラ（更新）
︓危機管理型⽔位計（更新）

R4.9k L46.4k

L21.8k
L29.4k

R63.7k

L67.8k



浜⽥河川国道事務所

【実施概要】

項⽬ 「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送、⽔害リスクラインの活⽤促進のための周知や⼆次元コード、SNS
の有効活⽤

内容
令和５年当初計画 ⽔害リスクライン等の活⽤促進のための周知や⼆次元コード、SNSの有効活⽤

令和５年実施状況 江の川だより第１７号において、避難⾏動の取組⽅法や防災情報を周知（QRコードの活⽤）
Ｘを活⽤した防災情報等の発信

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

⃝江の川だより第１７号において、川の防災情報の紹介を⾏いました。
⃝浜⽥河川国道事務所の公式Xを運⽤し、事務所が管轄する河川や道路の情報発信・情報収集を⾏いました。

災害情報等の発信・収集

江の川だより（第１７号） 公式X

パネル展に関する
Xの投稿

公式Xのアカウント
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⃝令和５年は、昭和５８年７⽉豪⾬から４０年、平成３０年７⽉豪⾬から５年の節⽬にあたり、災害の記憶の⾵化を防ぎ、過去
の豪⾬災害を後世に伝えるため、令和５年７⽉２４⽇（⽉）から８⽉３１⽇（⽊）まで江の川（下流）流域の⾃治体などでパ
ネル展を開催しました。

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所

項⽬ 住⺠の⽔防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活⽤した、より実践的な防災教育の実施、ダムや堤防施設
の機能等に関する定期的な住⺠への説明会や情報提供、避難訓練への参加促進を実施

内容
令和５年当初計画 出前講座等において住⺠への説明を実施

令和５年実施状況 昭和58年7⽉豪⾬から40年、平成30年7⽉豪⾬から5年のパネル展を流域⾃治体の施設などで開催

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所・島根県・江津市・川本町・美郷町・⾢南町

パネル展の開催（広報）

被災写真パネル表紙 みさと館（美郷町）

悠⾢ふるさと会館（川本町）



⃝１１⽉１１⽇（⼟）に浜⽥市三隅町で開催されたみすみフェスティバル２０２３において、昭和５８年７⽉豪⾬から４０年、
平成３０年７⽉豪⾬から５年に関する広報パネルを展⽰しました。

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所

項⽬ 住⺠の⽔防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活⽤した、より実践的な防災教育の実施、ダムや堤防施設
の機能等に関する定期的な住⺠への説明会や情報提供、避難訓練への参加促進を実施

内容
令和５年当初計画 出前講座等において住⺠への説明を実施

令和５年実施状況 みすみフェスティバルで、流域治⽔の取組などのパネル展を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

パネル展の開催（広報）

展⽰パネルを観覧する様⼦ 展⽰パネルに関する説明の様⼦



⃝令和５年は、昭和５８年７⽉豪⾬から４０年の節⽬にあたり、災害の記憶の⾵化を防ぎ、過去の豪⾬災害を後世に伝えるため、
当時の被災状況や被災後の治⽔事業に関する新聞広告を作成しました。

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所

項⽬ 住⺠の⽔防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活⽤した、より実践的な防災教育の実施、ダムや堤防施設
の機能等に関する定期的な住⺠への説明会や情報提供、避難訓練への参加促進を実施

内容
令和５年当初計画 出前講座等において住⺠への説明を実施

令和５年実施状況 昭和58年7⽉豪⾬から40年に関する新聞広告を作成

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

新聞広告による広報

掲載した新聞広告



⃝江の川での改修事業や避難に役⽴つ情報を、地域の皆さんにご理解・ご協⼒を頂くため「江の川だより」を発刊しています。
⃝令和５年度は、江の川だより第１６号〜第２０号をWEBサイト上で公開しました。

江の川だより︓https://www.cgr.mlit.go.jp/hamada/kasen/suishin/gonokawadayori.html

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所

項⽬ 住⺠の⽔防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活⽤した、より実践的な防災教育の実施、ダムや堤防施設
の機能等に関する定期的な住⺠への説明会や情報提供、避難訓練への参加促進を実施

内容
令和５年当初計画 「江の川だより」による広報

令和５年実施状況 江の川だより第１６号〜２０号を発刊

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

「江の川だより」による広報

第１７号 第１８号

表⾯ 裏⾯ 裏⾯表⾯



⃝１１⽉２８⽇（⽕）に、次期出⽔期に向けて江の川左岸３５ｋ０００付近の重要⽔防箇所を、浜⽥河川国道事務所・川本町・
地元消防団と合同で現地確認しました。また、現地確認とともに消防団からの要望や出⽔時の移動ルートに関する意⾒交換を
⾏いました。

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所

項⽬ 江の川（下流）の重要⽔防箇所等洪⽔に対しリスクが⾼い区間について消防団員と兼務する⽔防団員や地域住⺠が参加
する合同点検を実施

内容
令和５年当初計画 合同点検等を実施

令和５年実施状況 川本町職員・川本町消防団員と合同で重要⽔防箇所の現地確認を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所・川本町

重要⽔防箇所の確認

概要説明の様⼦ 現地確認の様⼦



⃝５⽉９⽇（⽕）に、江の川（下流）国管理区間内において、国⼟交通省職員・防災エキスパート・コンサルタント業者の合同
で、堤防点検を⾏いました。点検した２４か所のうち、江の川右岸３６ｋ０００付近の堤防で変状がみられました。

⃝堤防点検で変状がみられた箇所は、出⽔期前の５⽉３１⽇（⽔）に補修⼯事が完了しています。

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所
項⽬ ⽔防活動の知識習得と技術⼒向上のため、総合防災訓練等と合わせて、⽔防専⾨家を講師とした講習会を実施

内容
令和５年当初計画 国交省職員を講師とした講習会を実施

令和５年実施状況 国交省職員・防災エキスパート・コンサルタントと共同で、梅⾬時期前に堤防点検を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

堤防点検の実施

変状が⾒つかった堤防の様⼦ 補修後の堤防の様⼦



⃝平成３０年７⽉豪⾬、令和２年７⽉豪⾬で浸⽔被害が発⽣した⾢智郡川本町川本（⾕地区）において、仮締切堤防の設置訓練
を５⽉２５⽇（⽊）に実施しました。訓練では、情報伝達や県道部分に⼤型⼟嚢を設置する⼿順等について確認を⾏いました。

【実施概要】

浜⽥河川国道事務所
項⽬ 備蓄⽔防資機材情報の共有及び⾮常時における相互⽀援⽅法の確認

内容
令和５年当初計画 備蓄⽔防資材情報の共有および相互⽀援⽅法の確認

令和５年実施状況 川本町川本（⾕地区）において、仮締切堤防の設置訓練を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

仮締切堤防の設置訓練

訓練実施箇所の様⼦

①Web会議システムを活⽤した
現地と事務所の情報共有

②⼤型⼟嚢の設置（右岸側） ③⼤型⼟嚢の設置（左岸側）

写真②写真①
写真③
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⃝前線や台⾵による⼤⾬に備え、４⽉２６⽇（⽔）に国⼟交通省職員・江津市職員・委託操作員の合同で、本町排⽔機場の操作
訓練を実施しました。訓練では、操作⼿順の確認、実操作、意⾒交換等を⾏いました。

【実施概要】

浜⽥河川国道事務所
項⽬ 樋⾨操作に関する⼈員の確保と操作訓練の実施

内容
令和５年当初計画 樋⾨操作に関する⼈員の確保と操作訓練の実施

令和５年実施状況 国交省職員・江津市職員、委託操作員を対象とした本町救急内⽔排⽔機場・川本排⽔機場の操作
説明会を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所・江津市

排⽔機場の操作説明会

本町救急内⽔排⽔機場の様⼦

質疑応答

実排⽔運転 排⽔機場施設の操作説明
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⃝前線や台⾵による⼤⾬に備え、１０⽉１０⽇（⽕）に国⼟交通省職員・川本町職員・委託操作員の合同で、川本排⽔機場の操
作訓練を実施しました。訓練では、操作⼿順の確認や実操作、設備点検等を⾏いました。

【実施概要】

浜⽥河川国道事務所
項⽬ 樋⾨操作に関する⼈員の確保と操作訓練の実施

内容
令和５年当初計画 樋⾨操作に関する⼈員の確保と操作訓練の実施

令和５年実施状況 国交省職員・江津市職員、委託操作員を対象とした本町救急内⽔排⽔機場・川本排⽔機場の操作
説明会を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所・川本町

排⽔機場の操作説明会

24

操作訓練の様⼦ 設備点検の様⼦
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浜⽥河川国道事務所
項⽬ 樋⾨操作に関する⼈員の確保と操作訓練の実施

内容
令和５年当初計画 樋⾨操作に関する⼈員の確保と操作訓練の実施

令和５年実施状況 国交省職員・各市町担当職員、樋⾨操作員を対象とした樋⾨の操作説明会を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所・江津市・川本町・美郷町

樋⾨操作員の⼈員確保・操作訓練

⃝⽔害の発⽣が切迫する状況下で適切な樋⾨操作を実施できるようにするため、１０⽉１０⽇（⽕）に天神川樋⾨で樋⾨操作員
を対象とした樋⾨操作訓練を実施しました。

【実施概要】

操作訓練の様⼦ 堆砂状況を確認する様⼦



⃝梅⾬や台⾵などによる⾵⽔害に備え、５⽉２６⽇（⾦）に⾢智郡川本町因原、６⽉７⽇（⽔）に江津市桜江町⾕住郷及び渡津
町⻑⽥において、排⽔ポンプ⾞と照明⾞の操作訓練を⾏いました。

【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所
項⽬ 排⽔作業準備計画に基づく排⽔訓練の実施

内容
令和５年当初計画 排⽔作業準備計画に基づく排⽔訓練の実施及び訓練を踏まえた⾒直し

令和５年実施状況 国交省職員と災害時の対応を⾏う協⼒業者で、排⽔ポンプ⾞の合同操作訓練を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

災害対策⽤機械の操作訓練

江津市渡津町⻑⽥での操作訓練の様⼦

排⽔ポンプ⾞の操作訓練 照明⾞の操作訓練



⃝⾃然災害伝承碑とは、過去に発⽣した津波、洪⽔、⽕⼭災害、⼟砂災害等の⾃然災害に係る事柄（災害の様
相や被害の状況など）が記載されている⽯碑やモニュメントです。

⃝過去の⾃然災害に関する⽯碑やモニュメントなどを地形図等に掲載することにより、過去の⾃然災害の教訓
を地域の⽅々に適切にお伝えするとともに、教訓を踏まえた的確な防災⾏動による被害の軽減を⽬指すもの
で浜⽥河川国道事務所管内の⾃然災害伝承碑を整理しました。

⃝具体的な場所は、下記のURLから確認可能です。
国⼟地理院︓⾃然災害伝承碑、https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi.html
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浜⽥河川国道事務所

浜⽥河川国道事務所管内
⾃然災害伝承碑マップ
設置数
江の川(下流）１１基
⾼津川（益⽥川含む）６基
※⾚枠︓令和５年度追加

(⽔系内に９基)

⽇貫川竣⼯記念碑
災害名︓昭和58年7⽉豪⾬

(1983年7⽉23⽇)

川平町 ⽥の原地区 ⼟地利⽤
⼀体型⽔防災事業竣⼯記念碑

災害名︓洪⽔(1972年、
1983年、1999年、2006年、
2018年、2020年、2021年)

放光尊形報恩碑
災害名︓洪⽔・⼟砂災害

(1564年9⽉8⽇)

益⽥川災害復旧竣⼯記念碑
災害名︓昭和58年7⽉豪⾬

(1983年7⽉23⽇)

今⽥井堰・耕地・⽔⾨
復旧記念碑

災害名︓洪⽔
(1943年､1944年､1945年)

家古屋川竣⼯記念碑
災害名︓昭和63年7⽉豪⾬

(1988年7⽉15⽇)

三島堤防完成記念碑
災害名︓昭和47年7⽉豪⾬

(1972年7⽉12⽇)

⽔訓
災害名︓昭和58年7⽉豪⾬
災害名︓昭和60年7⽉豪⾬

復興感謝
災害名︓昭和47年7⽉豪⾬

(1972年7⽉12⽇)

⾃然災害伝承碑を活⽤した取組の推進



松江地⽅気象台
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避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備 松江地⽅気象台

29

■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

〇防災気象情報の改善（令和5年度実施）



避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備 松江地⽅気象台
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■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

〇防災気象情報の改善（令和5年度実施）



想定最⼤規模降⾬における洪⽔浸⽔想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等 松江地⽅気象台
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■洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難確保計画

作成・訓練実施の支援や定住外国人等を対象とした避難情報の提供

＜要配慮者対策係による講演＞



防災教育や防災知識の普及 松江地⽅気象台
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■「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送、水害リスクラインの活用促進のための周知や

二次元コード、SNSの有効活用



防災教育や防災知識の普及 松江地⽅気象台
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■「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送、水害リスクラインの活用促進のための周知や

二次元コード、SNSの有効活用

市町村防災担当者向けに、「あなたの町の予報官テレビ」と題した
情報提供コンテンツを、毎週⾦曜⽇⼣⽅に「youtube」にて配信。
週末にかけて、県内の気象に関する留意点等を動画にて平易に解説
（警報級の現象が⾒込まれる際は、随時配信）。
併せて平⽇は、毎⽇16時に「防災メール」を配信し、きめ細かく防災対応を⽀援。

あなたの町の予報官テレビ（R6年度も継続実施）



防災教育や防災知識の普及 松江地⽅気象台
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■「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送、水害リスクラインの活用促進のための周知や

二次元コード、SNSの有効活用

・⼟砂災害・洪⽔災害が発⽣するおそれがある状況を想定し、気象台等から
発表される様々な情報を参照しながら、グループワークを実施。

・各種防災気象情報への理解・有効活⽤とともに、体制強化や避難情報発令の
タイミングなどに関する検討を⾏い、判断のポイントを学んでいただくことに
よって地域防災対応⼒の向上を⽀援。

市町村防災担当者向け「気象防災ワークショップ」を開催

「zoom」による実際のWeb共有画⾯

（R6年度も継続実施）



防災教育や防災知識の普及 松江地⽅気象台

35

■住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した、より実践的な防災教育の実施、

堤防施設の機能等に関する定期的な住民への説明会や情報提供、避難訓練への参加促進を実施

「島根県総合防災訓練」において 展⽰ブースを開設

10⽉29⽇に安来市で開催された「島根県総合防災訓練」に参加
広く⼀般住⺠に向け防災に関する展⽰・解説を実施

・⾬量計のカットモデルを展⽰し、構造・観測原理等を説明。
・気象庁が発表する様々な防災気象情報について、説明パネルを掲⽰。

パンフレットを配布し、防災知識の普及・啓発を⾏い、住⺠の防災意識向上に寄与。



新たな取組

36

■報道機関との連携

・Web会議ツール「Zoom」を利⽤した「報道機関との懇談会」を
⿃取地⽅気象台及び島根・⿃取両県内の河川・国道事務所と共同開催

・⽔害をはじめとする防災知識の普及・啓発・周知について連携を強化
・Web開催により 放送局・新聞社等広域かつ多数の機関を同時に結んだ

効果的・効率的な連携を実現
・雪害等もテーマに、出⽔期に限らず通年で開催

【開催実績と気象台からの話題提供】
第6回 令和5年 7⽉ 7⽇「⼆重偏波気象レーダーについて」「『顕著な⼤⾬に関する気象情報』の新たな運⽤について」
第7回 令和5年11⽉30⽇「冬期気象状況の経年変化、予想される冬の天候、雪に関する気象情報について」

報道機関との懇談会を定期的に開催

浜⽥河川国道事務所・松江地⽅気象台
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島根県



防災情報の周知徹底 島根県（防災危機管理課）
■防災情報の周知徹底

38

＜令和６年度も継続して実施予定＞

◆チラシ 島根県情報コーナーへの配架など ◆考える県政 令和5年6⽉3⽇

出典︓令和5年6⽉3⽇ ⼭陰中央新報「考える県政」

令和5年8⽉30⽇〜9⽉5⽇
県庁1階ロビー

令和5年6⽉2⽇〜7⽉5⽇
県⽴図書館1階ロビー

◆防災に関する展⽰ ◆島根県総合防災訓練
防災展⽰コーナーを開設し、各防災関係機関による住⺠
への防災啓発を実施

令和5年10⽉29⽇
中海ふれあい公園（安来市）
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地域防災⼒向上のための⼈材育成 島根県（防災危機管理課）
■地域防災力向上のための人材育成 ＜令和６年度も継続して実施予定＞

【令和５年度 避難⾏動要⽀援者・個別避難計画実務研修】
１．⽇ 時 令和５年１２⽉４⽇（⽉）松江テルサ ⼤会議室 ほかテレビ会議

令和５年１２⽉５⽇（⽕）いわみーる ４０１研修室 ほかテレビ会議
２．受講者 市町村職員、社会福祉協議会、⾃主防災組織、⺠⽣委員等 約８０名
３．内 容 講義「避難にむすびつく防災気象情報の利活⽤」「医療的ケア児の災害⽀援」「難病患者の災害⽀援」、

県内市町村による事例紹介、意⾒交換会（グループワーク）
４．講 師 ⼀般社団法⼈兵庫県社会福祉⼠会 ⻄野事務局⻑ ほか

【令和５年度 島根県⾃主防災組織リーダー研修】
１．⽇ 時 令和５年１１⽉２５⽇（⼟）〜２６⽇（⽇）
２．場 所 島根県松江合同庁舎 2階講堂
３．対 象 ⾃主防災組織構成員、⾃治会関係者、防災⼠など 合計３３名
４．内 容 事例発表、洪⽔・⼟砂災害に関する講義、男⼥共同参画の視点で考える防災、

災害史に関する講義、まちあるき・災害図上訓練 ほか
５．講 師 静岡⼤学防災総合センター ⽜⼭教授、⼭⼝⼤学⼤学院 瀧本准教授 ほか

【令和５年度 島根県防災⼠養成研修】
１．⽇ 時 ＜第1回＞令和５年６⽉３⽇（⼟）〜４⽇（⽇）

＜第2回＞令和５年１１⽉１１⽇（⼟）〜１２⽇（⽇）
２．場 所 島根県職員会館 ２階多⽬的ホール
３．受講者 ＜第1回＞７０名 / ＜第2回＞６１名 合計１３１名
４．内 容 防災に関する各種講義、救急救命講習、防災⼠資格取得試験
５．講 師 NPO法⼈⽇本防災⼠会 宮永理事 ほか
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排⽔作業準備計画に基づく排⽔訓練の実施 島根県
■内水氾濫を想定した排水ポンプ車による排水訓練の実施

○令和５年５⽉２５⽇及び５⽉３０⽇などに計４回、排⽔訓練を実施
〇市町村の要請に基づく出動に備え、迅速かつ確実な内⽔排除が⾏えるよう排⽔訓練を継続して実施

〈川本会場〉
⽇時︓令和５年５⽉２５⽇

６⽉ ７⽇ 計２回
訓練場所︓⾢智郡川本町⼤字川本
参加者︓島根県県央県⼟整備事務所、

川本町、美郷町、⾢南町、
⾢智郡建設業協同組合

〈江津会場〉
⽇時︓令和５年５⽉３０⽇

６⽉１５⽇ 計２回
訓練場所︓江津市桜江町市⼭
参加者︓島根県浜⽥県⼟整備事務所、

江津市、
株式会社井上組

＜令和６年度も継続して実施予定＞
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江津市



防災教育や防災知識の普及 江津市

○市内⼩中学校で防災出前講座を実施した。
○市役所の防災担当の仕事や災害事例の紹介、備蓄物資の確認などを⾏った。
○浸⽔想定区域等を確認し、避難場所等を確認した。

■今後に向けて
災害の事例や災害への備えなどの説明、避難所運営体験により、防災意識の醸成につながり、⾃助・共助・公助について

理解してもらえたと感じた。来年度以降も、防災マップなどを活⽤し、災害を⾃分事として考えてもらえるような講座を
計画したい。

■⼩中学校での防災出前講座
5⽉17⽇ 江東中学校
5⽉26⽇ 桜江中学校

（桜江中学校は計２回実施）
7⽉26⽇ 川波⼩学校
9⽉20⽇ 渡津⼩学校

（渡津⼩学校は計３回実施）
9⽉27⽇ 郷⽥⼩学校
9⽉28⽇ ⾼⾓⼩学校
10⽉5⽇ 桜江⼩学校

浸⽔想定区域や避難場所の確認 備蓄倉庫の確認 避難所運営体験

■参加者の感想
・江津市の過去の災害、災害の特徴に

ついて知ることができた。
・備蓄倉庫に⾷料や⽔、ベッド、トイレ

などが置いてあり、災害に備えられて
いることが分かった。

・段ボールベッドやパーテーションを
組み⽴てたことが勉強になった。
今後、避難 所で設置の協⼒をしたい。

・⾃分の住む場所のリスクが分かった。

■小中学校などと連携した江の川（下流）水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実

【防災出前講座】
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想定最⼤規模降⾬における洪⽔浸⽔想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等 江津市

○桜江５地区で地区防災計画を作成するための防災ワークショップを実施。地区の特性や予想される災害を
話し合い、平常時・⾮常時の取り組みを考え、避難場所の検討、連絡体制構築などを⾏った。令和６年度
中の地区防災計画の作成を⽬指す。

〇島根県防災部防災危機管理課主催の防災安全講演会を受講。受講後に協議。

■桜江地区全体の防災計画づくり促進（江津市小さな拠点づくりモデル地区推進事業）

【各地区で防災ワークショップ開催、防災安全講演会の受講：桜江地区】

○地区防災計画作成に向けた
防災ワークショップ

・6⽉〜 桜江５地区それぞれで２回ずつ
防災ワークショップを実施。

・年３回、防災部会実施。各地区の進捗状
況、活動状況、防災リーダー・防災⼠養
成の状況について情報共有。

○防災安全講演会
■令和5年10⽉7⽇（⼟） 江津市
■令和5年12⽉16⽇（⼟） 益⽥市

＜ワークショップの状況＞ ＜防災安全講演会の受講＞

■桜江地区での取り組みが横展開。松川町市村でマイ・タイムライン
を考える防災の集いが行われた（令和５年５月）。

＜ワークショップの状況＞

■防災計画（案）
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川本町



防災教育と防災意識の向上に向けて 川本町
■江の川の洪水の歴史と災害への備え

45

〇町⽴川本⼩学校の４年⽣を対象に、防災授業を実施。
〇Ｒ３に町が作成した『防災マップ』を⽤い、個々の家が災害想定区域のどの位置に居るか確認。
〇Ｓ４７年の⼤規模災害の写真などを⾒ながら、災害の可能性について検討。
〇もしもの時の避難準備は何をすればいいのかの検討。
〇家族への防災授業の報告による、保護者の防災意識の向上。

★放課後クラブでの、段ボールベット組み⽴て体験。

〇全町での避難訓練（⽔害想定、⼟砂災害想定）を実施。
〇⾃主防災組織を対象とした、避難所運営訓練。
〇⾃主防災組織独⾃の避難訓練などでの避難等の説明会。
〇⾃治会⻑会議や全町⺠を対象とした『まちづくり意⾒交換会』でのタイムラインの説明。
〇⾃主防災組織での話し合いの場や、防災⼠受講⽣も2名あった。

【小学校での防災授業】

【自主防災組織単位での防災意識向上】
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美郷町



防災教育や防災知識の普及 美郷町
■住民の水防意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した、より実践的な防災教育の実施、
ダムや堤防施設の機能等に関する定期的な住民への説明会や情報提供、避難訓練への参加促進を実施

【女性の視点からの防災・減災活動】
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〇新型コロナウイルス感染症5類移⾏後、対⾯での学習会の開催した。
〇⼥性の講師を招へいして、⼥性視点からの防災や減災について講演してもらった。
○家庭でもできる防災への取り組みを深めた。

案内チラシ浸⽔体験ＡＲ を活⽤した浸⽔体験 吊はかりを使⽤した浸⽔時の歩⾏体験

開催経緯
新型コロナウイルス感染症により、町内での
防災学習会がしばらく未実施の状況でした。
今年度は対⾯での研修等も再開されたことで、
講師の⽅を招へいし、住⺠さんや消防団員に
お知らせをして学習会を開催しました。
講師には全国で防災講演会を⾏っておられて、
ラジオ出演や執筆活動でも防災の啓発をされて
いる「あんどうりす」さんをお招きし、⼥性視
点の防災学習会を⾏っていただきました。

防災学習を通して
学習会では防災全般の話しや、普段から準備
できる防災グッズを実際に触って体験しまし
た。また、⽔害についても浸⽔VRをプロ
ジェクターへ投影し会場での浸⽔体験や、⾜
に吊はかりを使⽤して、⽔に浸かった状況で
⾜にかかる⽔圧をお互いに引っ張りながら体
験し、浸⽔時の避難が危険であることや、早
めの避難が安全であることを体験を通して学
習できました。
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⾢南町



防災教育や防災知識の普及 ⾢南町

１．⽇ 時 ８⽉20⽇（⽇）13:30〜
２．場 所 ⾢南町健康センター元気館
３．受講者 町⺠約170⼈
４．内 容 「⾢南町の災害の振り返り」

「避難⾏動要⽀援者⽀援と個別避難計画について」
５．講 師 ⼀般社団法⼈兵庫県社会福祉⼠会 事務局⻑ ⻄野佳名⼦ ⽒

●平成25年の災害から10年の節⽬を迎えるにあたり、⾢南町で過去発⽣した災害の振り返りを町⺠全体に
向け実施。併せて⾢南町の個別避難計画作成の進め⽅について、⾃主防災組織等の関係機関へ周知を実施。

■邑南町防災研修会の実施 【町民を対象にした防災研修会】
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■開催案内チラシ【講演会の様⼦】
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（２）令和６年度の取組予定について



令和６年度の主な取組⽀援
○令和６年度は、避難⾏動の⽬安となる取り組みを主として、以下の取組を

実施・⽀援する。

51

令和６年度の主な取組⽀援

１ マイ・タイムラインの普及促進の講習会の開催

２ ⼩中学校を対象とした防災教育の普及

３ ⺠間企業における事業継続計画検討⽀援

４ 危機管理型⽔位計の更新



【実施概要】

浜⽥河川国道事務所
項⽬ 住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マップ（マイ・タイムライン）の作成促進

内容 令和６年当初計画 江の川（下流）流域の⾃治体等を対象にマイ・タイムライン講習会を実施
マイ・タイムライン講習会の実施に向けた広報活動を事務所ＳＮＳを活⽤し実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

マイ・タイムラインの普及促進の講習会の開催

『マイ・タイムライン作成支援ツール』

自治会長や自主防災リーダー等が主体となって地域のマイ・タイ
ムライン作成を推進するための支援ツールを作成している。

今年度の実施予定（案）

＜広報・解説動画＞ ＜逃げキッド＞ ＜作成ヒント集＞

＜講習会資料＞ ＜講師⽤⼿引き＞＜マイ・タイムラインシート＞

【⽬的】江の川⽔系（下流）における「逃げ遅れゼロ」を実現する
ために、島根県・流域市町と連携してマイ・タイムライン講習会
を開催する。また、⾃治会⻑や⾃主防災リーダー等が主体となっ
て、地域のマイ・タイムラインを作成する取組みを推進する。

マイ・タイムライン講習会の
実施 （1⾃治体1地区以上を予定）

・ＳＮＳを活⽤した広報の実施
・防災に関⼼のある⾃治会や防災⼠会

等におけるマイ・タイムライン講習
会の実施要望があれば、浜⽥河川国
道事務所までご連絡をお願いします。

スケジュール

講習会参加者を対象とした防災意識アンケート調査の実施

『マイ・タイムライン作成⽀援ツール』の更新
• 広報、解説動画
• 逃げキッド、作成ヒント集、マイ・タイムラインシート
• 講習会資料
• 講師⽤⼿引き

マイ・タイムラインの作成促進に向けた課題等の把握

江の川（下流）におけるマイ・タイムライン作成促進

52



【実施概要】
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浜⽥河川国道事務所
項⽬ ⼩中学校などと連携した江の川（下流）⽔系の洪⽔の特徴を踏まえた⽔害（防災）教育の普及・充実

内容 令和６年当初計画 江の川（下流）流域の⼩中学校を対象に防災教育を実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

⼩中学校を対象とした防災教育の普及

これまでの取り組み 今年度の実施予定（案）

◯今年度は、昨年度に要望のあった美郷町⽴⼤和⼩学校において、島根県・流域
市町と連携して防災出前講座を実施予定である。

◯新たに要望をされる⼩中学校においても防災出前講座を実施する予定。

＜江の川（下流）での防災教育の実施状況＞

＜川本町⽴川本⼩学校での事例＞
令和6年1⽉に実施した川本⼩学校での出前講座
では、「⾃然災害の種類」「江の川の概要」「過去
の洪⽔」「避難⾏動のとり⽅」等について、クイズ
を交えながら勉強を⾏いました。

授業の様⼦

実施年度 防災教育の実施校

平成30年度 ・渡津⼩学校、川本⼩学校

令和元年度 ・川本⼩学校

令和2年度 ・郷⽥⼩学校

令和3年度 ・郷⽥⼩学校

令和4年度 ・郷⽥⼩学校

令和5年度 ・川本⼩学校

現時点で、⼩中学校から防災教育の実施に関する要望の
ある⾃治体があれば、浜⽥河川国道事務所までご連絡を
お願いします。



⺠間企業における事業継続計画検討⽀援 浜⽥河川国道事務所

項⽬ 江の川（下流）の⽔害リスクを踏まえ、商⼯会議所等と連携した企業向け⽔害（防災）教育及び⼤規模氾濫を想定した
⾃衛⽔防の講習会や訓練の実施

内容 令和６年当初計画 江の川（下流）流域の商⼯会や企業を対象とした講習会等の実施

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所
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【実施概要】

今年度の実施予定（案）

⽔害発⽣後の⾏動内容（例）

＜講習会等の資料イメージ＞

BCP作成希望の企業をご存知の⾃治体があれば、浜⽥
河川国道事務所までご連絡をお願いします。

被害想定イメージ⽴地適正評価

経営資源の課題例

STEP②被害程度を知る

STEP③⽔害に備える
（課題の整理）

STEP①ハザードを知る

STEP④BCPの検討

BCP作成支援のフロー

STEP1
予測 ハザードを知る

STEP2
予測 被害程度を知る

STEP3
予防 ⽔害に備える

STEP4
対応 ⽔害に対応する

・⽴地特性評価

・被害想定
・リスク評価

・課題の整理
・対策の検討
・対策実現可能性

の評価

・BCPの検討



避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備
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浜⽥河川国道事務所

⃝江の川⽔系（下流）では、危機管理型⽔位計１箇所の更新予定です。

【実施概要】

項⽬ 洪⽔に対しリスクの⾼い箇所を監視する簡易⽔位計等の整備

内容 令和６年当初計画 孤⽴する可能性がある地区において危機管理型⽔位計・簡易型河川監視カメラ設置・更新

取組機関 国⼟交通省浜⽥河川国道事務所

危機管理型⽔位計の更新平⾯図

川平⽔位観測所

⾕住郷⽔位観測所

川本⽔位観測所

都賀⽔位観測所

⼤津⽔位観測所

凡 例
L︓左岸、R︓右岸

︓基準観測所
︓危機管理型⽔位計（更新）

Ｒ30.0k



松江地⽅気象台
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〇防災気象情報の改善

松江地方気象台避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備
■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上
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〇防災気象情報の改善

松江地方気象台避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備
■避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

令和6年
5⽉28⽇
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松江地方気象台想定最⼤規模降⾬における洪⽔浸⽔想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

■洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難確保計画作
成・訓練実施の支援や定住外国人等を対象とした避難情報の提供

＜要配慮者対策係による講演＞
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松江地方気象台防災教育や防災知識の普及
■「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送、水害リスクラインの活用促進のための周知や二次
元コード、SNSの有効活用
○地域防災⼒向上のための⼈材育成
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松江地方気象台防災教育や防災知識の普及
■「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送、水害リスクラインの活用促進のための周知や二次
元コード、SNSの有効活用

市町村防災担当者向けに、「あなたの町の予報官テレビ」と題した
情報提供コンテンツを、毎週⾦曜⽇⼣⽅に「youtube」にて配信。
週末にかけて、県内の気象に関する留意点等を動画にて平易に解説
（異常気象が⾒込まれる際は、随時配信）。
併せて平⽇は、毎⽇16時に「防災メール」を配信し、きめ細かく防災対応を⽀援。

あなたの町の予報官テレビ（R6年度も継続実施）

実際のWeb共有画⾯

○地域防災⼒向上のための⼈材育成



松江地方気象台防災教育や防災知識の普及
■「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送、水害リスクラインの活用促進のための周知や二次
元コード、SNSの有効活用

・⼟砂災害・洪⽔災害が発⽣するおそれがある状況を想定し、気象台等から
発表される様々な情報を参照しながら、グループワークを実施。

・各種防災気象情報への理解・有効活⽤とともに、体制強化や避難情報発令の
タイミングなどに関する検討を⾏い、判断のポイントを学んでいただくことに
よって地域防災対応⼒の向上を⽀援。

市町村防災担当者向け「気象防災ワークショップ」を開催

「zoom」による実際のWeb共有画⾯

（R6年度も継続実施）

○地域防災⼒向上のための⼈材育成
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浜田河川国道事務所・松江地方気象台新たな取組
■報道機関との連携

・Web会議ツール「Zoom」を利⽤した「報道機関との懇談会」を
⿃取地⽅気象台及び島根・⿃取両県内の河川・国道事務所と共同開催

・⽔害をはじめとする防災知識の普及・啓発・周知について連携を強化
・Web開催により 放送局・新聞社等広域かつ多数の機関を同時に結んだ

効果的・効率的な連携を実現
・雪害等もテーマに、出⽔期に限らず通年で開催

報道機関との懇談会を定期的に開催
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⾢南町
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〇町内各⼩中学校や地域を対象とした防災出前講座を実施し、災害時における「⾃助」「共助」に対する意識
啓発を図る。

邑南町防災教育や防災知識の普及
■小中学校などと連携した江の川（下流）水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実

【防災出前講座の実施 】

【男⼥共同参画と防災・減災】
・男⼥共同参画の現状（役割分担意識、⼥性の地域活動への参画など）
・被災時の性別・⽴場による困難の違い（環境⾯、安全⾯、家庭・社会⽣活⾯からの視点）

・⼤規模災害時の被災の実態
・時間経過とともに起こる被害拡⼤（直接死、災害関連死を含めた⼼⾝への影響など）

【多様性に配慮した対策】

【町民を対象とした防災研修会 】

〇男⼥共同参画と防災・減災について研修会を実施
〇性別や⽴場など多様性に配慮した⽀援体制づくりに対する意識啓発（年齢、障がいの有無、性別により異な

る被災状況の理解）
○避難（所）⽣活での誰もが安⼼して暮らせる環境、⻑期的な暮らしの視点についての意識の醸成

・近年の災害について
・避難情報について
・マイ・タイムラインの作成について
・災害の対する町の取組について（情報提供）
・個別避難計画について（町⺠主体の災害に対する取組と地域のつな

がり）

【災害に対する理解と⾏動意識の向上】
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（３）今後のスケジュールについて
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江の川⽔系（下流）⼤規模氾濫時の減災対策協議会 今後のスケジュール

令和７年２⽉下旬
令和６年度 第２回 協議会

令和７年２⽉中旬
令和６年度 第２回 幹事会

令和６年度の取組状況の報告及びフォローアップ
情報提供、今後の予定 等

令和６年度の取組状況の報告及びフォローアップ
今後の予定 等

令和６年５⽉２９⽇（⽔）
令和６年度 第１回 協議会

令和５年度の取組状況の報告及びフォローアップ
令和６年度の取組予定、今後の予定 等

令和６年５⽉２３⽇（⽊）
令和６年度 第１回 幹事会

令和５年度の取組状況の報告及びフォローアップ
令和６年度の取組予定、情報提供、今後の予定 等

※県央圏域⽔害・⼟砂災害に関する減災対策協議会幹事会、浜⽥圏域⽔害・⼟砂災害に関する減災対策協議会担当者会と合同開催


